
◼ もう少し細かく見てみましょう
◆ 治験の前に、動物を用いた研究で効き目や副作用を繰り返し確認します。
◆ そのデータを基に、治験の初期段階として健康な方の協力のもと、「くすりの候補」を使用し
て安全性を注意深く調べます。また、血液や尿などの中に存在する「くすりの候補」の量を測
り、どのくらいの速さで、体の中に吸収され、どのくらいの時間で、どのように体外に排泄される
かも調べます。

◆ 安全性を確認したあと、患者さんに「くすりの候補」を使用して効き目と副作用を確認してい
きます。

◆ 抗がん剤など「くすりの候補」の種類によっては、健康な方ではなく、効果があると予想される
患者さんから治験を始める方が適切なこともあります。この場合には効き目についても予備
的に調べます。

Q：くすりの効果はどのように確認するのですか？
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A：いくつかの治験を実施して確認します。

参考：
https://www.jpma.or.jp/news_room/issue/guide/lofurc0000002
wh8-att/JPMA_guide2023_0711_low.pdf

https://www.jpma.or.jp/news_room/issue/guide/lofurc0000002wh8-att/JPMA_guide2023_0711_low.pdf



